令和元年6月13日（承認）

八女市男ノ子焼の里保存会規約
第1章 総則
（名称）

第１条　この会は、「八女市男ノ子焼の里保存会」（以下「会」という。）と称する。
（目的）

第２条　この会は、男ノ子焼が柳川藩御用窯であった歴史をふまえ、陶芸文化を基調に様々な交流や事業を通して、地域文化の振興に寄与することを目的とする。
（事業）

第３条　この会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
（１）市との指定管理契約に基づく男ノ子焼の里の維持管理に関すること。

（２）男ノ子焼の伝承と地域文化の継承に関すること。

（３）陶器及び地域特産物等の展示販売に関すること。

（４）陶芸文化を基調にした観光と地域振興に関すること。

（５）会員相互の研修・交流に関すること。

（６）その他前条の目的達成に必要なこと。
（会の構成）

第４条　この会は、会の目的に賛同する団体及び個人をもって構成する。
（会員の責務）

第５条　この会の会員は、本会の活動、運営への積極的な参加を行うものとする。
（入会）

第６条　会員として入会を希望するものは、会長に入会を申し出なければならない。

２　入会を申し出られたときは、正当な理由がない限り入会を認めなければならない。
（会員の資格喪失）

第７条　会員が次の各号に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。
（１）退会届の提出をされたとき。

（２）本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

（３）年会費を一年間未納したとき。
（除名）

第8条 　会長は、会員が第５条に違反した場合、役員会の決定により会員を除名することができる。

第２章　役員

（役員）

第９条　この会に次の役員を置く。
（１）会長　　　　　　　　　１名　
（２）男ノ子焼の里　　　　　窯元

（３）副会長　　　　　　　若干名
（４）事務局長　　　　　　　１名
（５）会計　　　　　　　　　１名
（６）理事　　　　　　　　若干名
（７）監事　　　　　　　　　２名
　　　

（顧問）

第１０条　会の運営および事業に関し適切な助言を得るために、顧問を置くことができる。
（役員の職務）

第１１条　役員の職務は、次のとおりとする。

（1） 会長は、本会を代表し会務を総括する。
（2） 窯元は、会長を補佐し、活動に参加する。

（3） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはこれを代行する。

（4） 事務局長は、会長の命により、会務に従事する。

（5） 会計は、本会の会計事務を担当する。
（6） 理事は、会の運営を協議し、活動に参加する。
（7） 監事は、会務を監査する。
（役員の選出）
第１２条　役員の選出は、会員の中から総会において選出する。

　２　会計以上の四役のいずれかに「男ノ子区」・「北山１区」・「北山地域振興会議」の代表が就任する。

　３　理事の選出については、会長が別途定め、総会において承認を得る。
　４　監事については、男ノ子焼の里保存会または北山地区地域振興会議の役員経験者があたる。
（役員の任期）

第１３条　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

２　やむを得ない理由により役員に欠員が生じたときは、会長は役員会の承認を得て、その職務の代理者を置くことができる。
３　任期途中に役員を引き継いだ者の任期は、前任者の残任期間とする。
（事務局）

第１４条　この会の事務局を、八女市男ノ子焼の里内に置く。
第３章　総会
（会議）
第１５条　この会の会議は、以下のとおりとする。

（１）総会及び臨時総会
（２）役員会　
（３）四役会（会長、副会長、事務局長、会計）
（４）れんげ祭り実行委員会
（総会・臨時総会）
第１６条　総会は、この会の議決機関とし、会長が召集する。会長は必要に応じ臨時総会を召集することができる。
２　総会は会員をもって構成する。
３　総会の議長は、出席した会員の中から選出する。

４　総会は、会員の３分の１以上の出席をもって成立するものとし、出席者の過半数をもって議決する。可否同数の場合は議長がこれを決める。
５　総会は次のことを議決する。

（１）予算の議決及び決算の承認

（２）事業計画及び事業報告

（３）役員の選出及び承認

（４）規約の改正

（５）その他重要な事項
第４章　役員会
（役員会・四役会）
第１７条　会長は、必要に応じて役員会（第９条（１）から（６）の役員）または、四役会（会長、副会長、事務局長、会計）を招集することができる。
２　役員会・四役会は次のことを協議する。

（１）総会にはかるべき事項の立案
（２）れんげ祭り等の実施（れんげ祭り実行委員会）に関する事項

（３）その他必要な事項
第５章　会計
（経費）

第１８条　この会の経費は、会員の会費、委託費、寄付金、その他活動による収益をもってあてる。
（会計年度）

第１９条　この会の一般会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日までとする。
（会費）

第２０条　この会の会費は次のとおりとする。ただし、会長が特に必要と認める場合は、会費を免除することができる。なお会費の返還はしない。
（１）年会費　個人: 無料
（２）年会費　団体: ３千円

第６章　雑則
（委任）

第２１条　この規約に定めるもののほか、この会の運営に必要なことは、役員会の承認を得て会長が別に定める。
附則

この規約は、平成１８年４月１日より施行する。

この規約は、平成２１年４月１日より施行する。
この規約は、平成２６年６月１２日より施行する。
この規約は、平成２７年６月１１日より施行する。
この規約は、令和元年６月１３日より施行する。

